
☎

12.12
NO.1126

DEC 2013

町営スキー場オープン②
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◆
シ
ー
ズ
ン
券

○
販
売
期
間

・
12
月
12
日（
木
）〜
18
日（
水
）…

教
育
委
員
会

・
12
月
19
日（
木
）か
ら
…
ス
キ
ー

場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可
能
な

期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員
会
（
降

雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業
で
き
な
い

期
間
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）

※
顔
写
真
が
な
い
と
シ
ー
ズ
ン
券

を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
下

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
生
ま

で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
87

－

２
４
５
６

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
管
理
棟
☎
87

－

２
２
１
５

☎
☎

☎
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　町では、全国瞬時警報システム「Ｊアラート」
等を活用し土砂災害警戒情報等を含めた緊急情報
をお知らせする情報伝達システムの整備を行って
きました。そのシステムの完成検査の日程が決ま
りましたのでお知らせいたします。

▼いつ　12月20日（金）
　　　　午後１時30分～３時（予定）
▼対象地域　町内全域
　検査当日は、役場・各地区公民館・各小中学校
・各保育園に設置してある外部スピーカーより試
験放送を流し、緊急速報メールの試験メールを配
信します。
※検査のための試験ですので、ご注意ください。

　　　　　　　Ｊアラートとは

弾道ミサイル情報、大津波警報、緊急地震速報等の
緊急情報を、人工衛星を用いて国（内閣官房、気象
庁から消防庁を経由）から送信し、市区町村の情報
伝達手段を自動起動させることで国から住民まで緊
急情報を瞬時に伝達するシステムです。
　　　　　　

※設備等の点検のため、平成26年１月から毎月10
日午後１時～３時の間に試験放送を行います。
（10日が土日祝日の場合は直後の平日に行います）

■問い合わせ　総務課防災管財係　☎85－6122

防災情報通信設備整備事業の完成検査を実施します

八乙女種まきザクラ（荒砥） 子守堂のサクラ（鮎貝）

殿入ザクラ（浅立） 釜ノ越サクラ（高玉）

赤坂の薬師ザクラ（鮎貝）後庵ザクラ（鮎貝）

白
鷹
古
典
桜
が

　
　
県
指
定
の
文
化
財
に

　

白
鷹
の
古
典
桜
６
本
が
、
新
た
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
、
県
指
定
の
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
か
た
が
た
に
見
守
ら
れ
て
ひ
と
冬
の
風
雪
に
耐
え
、

春
に
は
ま
た
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

昭和30年に県文化財に
指定された薬師ザクラ
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税
務
出
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
農
畜
産

物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
か
た

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
自
家
消
費

の
み
の
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。

　

収
支
計
算
に
は
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
の
書
類
の
保
存
と
日
々
の

取
引
の
記
録（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

賃
耕
料
・
小
作
料
等
支
払

明
細
書
の
提
出

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
か

た
は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う

え
、
平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）

ま
で
税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４

番
受
付
）
に
提
出
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料

　

個
人
間
で
の
農
作
業
（
耕
う
ん

・
代
か
き
・
育
苗
・
田
植
え
・
稲

刈
り
な
ど
）
の
委
託
料
で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育
苗

組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど
の
利

用
者
は
、
申
告
相
談
の
際
に
利
用

料
の
明
細
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

②
小
作
料

　

農
地
の
賃
借
料
で
す
。（
米
な
ど

の
現
物
支
払
い
を
含
み
ま
す
）

◆
農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
か
た
へ

・
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
明
細
書
が
必
要
な
か
た
は
、

税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
か
た
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
か
た
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金

を
控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ

の
金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合

か
ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課

金
内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課
町
民
税
係

☎
85

－

６
１
３
２

賃耕料・小作料等支払明細書は平成 26 年
１月 10 日（金）まで提出ください。

□
ご
利
用
い
た
だ
け
る
か
た

・
60
歳
以
上
の
公
的
年
金
と
そ
の

　

他
の
収
入
が
あ
る
か
た

・
給
与
と
20
万
円
以
下
の
農
業
所

　

得
な
ど
、
そ
の
他
の
収
入
が
あ

　

る
か
た
な
ど

※
な
お
、
ご
家
族
で
前
年
中
に
収

　

入
が
な
か
っ
た
か
た
の
申
告
書

　

も
受
付
し
ま
す
の
で
当
会
場
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
持
ち
物

　

町
・
県
民
税
申
告
書
、
町
民
税

県
民
税
申
告
の
手
び
き
、
筆
記
用

具
、
電
卓
、
印
鑑
、
収
入
と
経
費

の
わ
か
る
書
類
、
年
金
ま
た
は
給

与
の
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料

控
除
等
の
各
種
所
得
控
除
を
受
け

る
た
め
の
証
明
書
、
そ
の
他
必
要

と
思
わ
れ
る
も
の
。

※
所
得
税
の
還
付
ま
た
は
納
税
の

　

確
定
申
告
を
行
う
か
た
は
、

　

２
月
14
日
か
ら
の
申
告
相
談
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
１
月
22
日
に
配
布

　

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課
町
民
税
係

☎
85

－

６
１
３
２

◇
平
成
26
年
度
分
個
人
町
県
民
税

　
自
書
申
告
説
明
会
の
ご
案
内

申
告
相
談
の
日
程
に
つ
い
て

　　

日
程
は
１
月
の
町
報
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
指
定

さ
れ
た
日
時
を
ご
確
認
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

▼
い
つ　

平
成
26
年
２
月
10
日
（
月
）

　　
　

午
前
の
部　

午
前
９
時
〜

　
　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜

　

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階　
　

い
こ
い
の
間

　
　

※
ご
自
身
で
申
告
書
を
記
入
し
提
出
い
た
だ
く
説
明
会
で
す



5　

　

固
定
資
産
税
は
、
白
鷹
町
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
毎

年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

評
価
し
、
基
準
日
時
点
の
所
有
者

に
課
税
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、

税
務
出
納
課
で
は
、
平
成
26
年
度

の
課
税
に
向
け
た
作
業
（
土
地
の

現
況
調
査
と
評
価
、
新
増
改
築
家

屋
の
調
査
と
評
価
、
償
却
資
産
申

告
の
受
付
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
、

次
に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
か
た
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
願
い
ま
す
。
公
平
な
課
税
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
　
地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、空
き
地
に
し
た

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　
家
　
屋

●
家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
、
取　

り
壊
し
た
、
な
ど

　
（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
所

有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
な
ど
に

よ
り
、
す
で
に
ご
報
告
い
た
だ
い

た
か
た
は
、
今
回
の
連
絡
は
不
要

で
す
。）

　
償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
１
月
21
日
ま
で
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
25
年

中
に
新
た
に
取
得
さ
れ
た
か
た
、

ま
た
は
今
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い

た
か
た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

告
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

税
務
出
納
課

資
産
税
係　

☎
85

－

６
１
３
３

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

町
税
等
納
付
済
通
知
書
（
口
座

振
替
分
）
の
廃
止
に
つ
い
て

　

町
税
等
の
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
か
た
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
納
付

い
た
だ
い
た
町
税
等
の
金
額
を
お

知
ら
せ
す
る
「
町
税
等
納
付
済
通

知
書
（
口
座
振
替
分
）」
を
課
税

翌
年
度
の
6
月
に
送
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
省
資
源
化
の
推
進
や
事

務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
平
成

25
年
度
課
税
分
か
ら
廃
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
は
、
納

税
通
知
書
や
預
貯
金
通
帳
へ
の
記

帳
等
で
金
額
を
確
認
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
継
続
検
査（
車
検
）が
必

要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
今
ま
で
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
の
社
会
保
険

料
控
除
に
利
用
す
る
保
険
税
等
に

つ
い
て
は
、
申
請
に
応
じ
て
納
付

確
認
書
を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

【
廃
止
の
対
象
と
な
る
税
等
】

①
町
県
民
税　
　
　
　
　
　
　
　

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

③
国
民
健
康
保
険
税

④
介
護
保
険
料

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

⑥
保
育
料

■
問
い
合
わ
せ　
　

税
務
出
納
課

収
納
係　

☎
85

－

６
１
０
６

　冬は暖房機器を使う機会が増えます。一般家庭や事業所において、ホームタンクや配管から灯
油などの油類が漏れ出し、河川などに流れ出すケースが毎年発生しています。
　その多くが人為的ミスによるものです。油がいったん流れ出すと水や土壌の環境汚染をもたら
すばかりでなく ､流出防止のためのオイルフェンス設置、吸着マットによる吸い取り、汚染され
た土の処分など、大掛かりな対応が必要となります。
　これらの多くの費用は、事故を起こした原因者が責任を持って負担しなければなりません。

【主な発生原因】
①給油時の不注意による流出
　・給油中にその場を離れてしまう。
　・ホームタンクの元栓を閉め忘れる。
②落雪による配管の破損
③除雪作業による配管の破損

【防止策】
①給油時はその場を離れず、終わったらしっかり
　元栓を閉め、確認する。
②落雪による配管破損の防止対策を行うほか、腐
　食や亀裂がないか定期点検に努める。
③除雪のときは、配管などを壊さないように注意
　する。　　　　■問い合わせ

　　　　　町民課くらし環境係　☎８５－６１３１　　建設水道課管理係　☎８５－６１４０
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☎

　　

　

歯周疾患検診はお済みですか？

今年度40・50・60・70歳になるかたで、
現在歯の治療をしていないかたが対象です。
希望されるかたは12月20日までにお申し
込みください。
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『

　

12
月
1
日
よ
り
、
置
賜
地
方
3

市
5
町
で
、
冬
の
お
き
た
ま
を
巡

る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
平
成
26

年
２
月
28
日（
金
）ま
で
で
す
。

　　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
す
る

置
賜
管
内
の
酒
蔵
・
ワ
イ
ナ
リ
ー

（
加
茂
川
酒
造
が
参
加
し
て
い

ま
す
）
を
２
カ
所
以
上
見
学
し
、

５
０
０
円
以
上
の
商
品
を
お
買
い

上
げ
で
ス
タ
ン
プ
押
印
の
う
え
応

募
い
た
だ
く
と
、
抽
選
で
お
き
た

ま
産
の
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
、
日
帰

り
温
泉
入
浴
券
＆
お
食
事
券
が
当

た
り
ま
す
。

　

パ
レ
ス
松
風
で
は
、
日
帰
り

温
泉
入
浴
特
典
付
き
で
紅
花
う

ど
ん
を
い
た
だ
く
お
得
な
プ
ラ

ン
（
１
２
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

（
紅
花
う
ど
ん
食
事
の
み
の
場
合

９
５
０
円
）

　
紅
花
う
ど
ん

　
（
あ
っ
た
か
つ
け
麺
風
）

　

白
鷹
産
の
紅
花
（
乱
花
）
を
練

り
込
ん
だ
手
打
ち
う
ど
ん
で
す
。

白
鷹
地
鶏
と
白
鷹
産
野
菜
を
使
っ

た
醤
油
ベ
ー
ス
の
温
か
い
つ
け
だ

れ
で
い
た
だ
き
ま
す
。
付
け
合
わ

せ
は
、
珍
し
い
紅
花
の
若
菜
干
し

の
佃
煮
と
「
岡
の
台
ご
ん
ぼ
」
の

き
ん
ぴ
ら
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
形
お
き
た
ま
観
光
協
議
会

　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
４
６

『
山
形
お
き
た
ま
冬
の
あ
っ
た
回
廊
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
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旭
日
双
光
章
を
受
章　

土
方
俊
男
さ
ん（
鮎
貝
）

山
形
県
知
事
感
謝
状

貝
生
川
「
ホ
タ
ル
の
里
」
実
行　

委
員
会
（
新
宮
勲
夫
委
員
長
）

貝
生
川
愛
護
会（
菊
地
吉
昭
会
長
）

　　

両
団
体
は
、
貝
生
川
の「
里
親
」

と
な
り
清
掃
植
栽
な
ど
の
管
理
を

行
う
河
川
ア
ダ
プ
ト
団
体
と
し
て
、

10
年
間
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
河
川
敷
の
美
化
活
動
や
管

理
に
努
め
、
地
域
の
環
境
改
善
と

住
民
の
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
に

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
、
山
形
県
知
事
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章　
海
老
名
慎
一
郎
さ
ん（
十
王
）
　

こ
の
賞
は
、
山
形
県
農
業
の
振

興
発
展
に
尽
し
た
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
他
の
模
範
と
さ
れ
る
農
業

者
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
野
菜

の
施
設
栽
培
に
取
り
組
み
、
野
菜

専
作
に
よ
る
周
年
農
業
を
確
立
し
、

生
産
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
園

芸
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
の
指
導
農
業
士
と
し
て

積
極
的
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

地
域
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
た

ほ
か
、
㈲
ど
り
い
む
農
園
の
初
代

代
表
取
締
役
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
と
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞

　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

　
　
　
白
鷹
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

大
高
根
農
場
記
念

　
　
　
山
形
県
農
業
賞

田
中
良
平
さ
ん
（
畔
藤
）

　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
部
会
（
金
田
文
俊
部
会

長
）
は
、
こ
れ
ま
で
、
栽
培
研
修

会
や
集
出
荷
基
準
の
厳
格
化
に
よ

る
高
品
質
生
産
に
取
り
組
み
、
10

ア
ー
ル
あ
た
り
の
収
量
は
置
賜
地

域
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
乳
生
産
量
県
内

１
位
の
白
鷹
町
に
お
い
て
大
量
に

産
出
さ
れ
る
堆
肥
を
栽
培
に
活
用
、

耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
た
桑
園

な
ど
の
畑
地
を
有
効
利
用
す
る
な

ど
、
地
域
の
環
境
を
活
か
し
た
経

営
の
実
践
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　土方俊男さんが、平成25年秋の叙勲にお
いて、地方自治功労者として旭日双光章を
受章されました。土方さんは、昭和58年よ
り６期24年間、町議会議員として町民に親
しまれる議会づくりを実践し地方自治に尽
力されました。平成11年から４年間は議長
として議会の円滑な運営に努められ、町の
教育、文化、福祉の向上に貢献されました。
このような功績により、このたびの受章と
なりました。おめでとうございます。

　海老名慎一郎さんが、平成25年秋の叙勲
において、教育功労者として瑞宝双光章を
受章されました。海老名さんは、昭和37年
に教職に就かれ、以来38年にわたり地域に
根ざした学校教育の充実と推進に尽力され
ました。平成14年から７年間、飯豊町教育
委員会教育長を務められ、現在は地域で生
涯学習にも携わられています。このような
功績により、このたびの受章となりました。
おめでとうございます。
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置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰

芳
賀
康
雄
さ
ん
（
荒
砥
）

　

こ
の
表
彰
は
、
社
会
教
育
分
野

で
顕
著
な
活
動
実
績
が
あ
り
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
た
社
会
教
育

関
係
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

芳
賀
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
白

鷹
町
体
育
協
会
理
事
長
、
会
長
と

し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た

び
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

●
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組

合
様
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

　

11
月
７
日
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
協
同
組
合
様
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

よ
り
、
町
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４

基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
、

町
内
各
所
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 町

に
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

平
成
25
年
度

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統

計
調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
た
か
た

が
た
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
多
年
従
事
】

　
　

古
名
正
幸
さ
ん
（
横
田
尻
）

【
退
職
】

　
　

沼
澤
啓
次
さ
ん
（
中
山
）

故　

奥
山
國
男
さ
ん
（
下
山
）

　

11
月
３
日
、
第
55
回
西
置
賜
地

区
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
駅
伝
大
会
で
選
出
さ
れ

た
候
補
選
手
で
白
鷹
町
チ
ー
ム
を

編
成
、
小
国
・
飯
豊
・
白
鷹
・
長

井
を
巡
る
11
区
間
で
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
。
結
果
は
惜
し
く
も
準
優
勝
で

し
た
が
、
小
中
学
生
の
す
ば
ら
し

い
活
躍
が
見
ら
れ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
区
間
新
記
録
】

１
区　

小
林
咲
葉
（
蚕
小
６
年
）

３
区　

樋
口
冬
把
（
東
中
３
年
）

【
区
間
賞
】

４
区　

後
藤
光
雅
（
荒
小
６
年
）

６
区　

鈴
木
皓
大
（
東
中
３
年
）

首
都
圏
白
鷹
会
第
35
回
総
会
が
盛
大
に
開
催

約
３
０
０
人
が
上
野
に
集
う

　

11
月
23
日
、
東
京
・
上
野
の
上

野
精
養
軒
を
会
場
に
首
都
圏
白
鷹

会
第
35
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
町

関
係
者
も
上
京
し
総
勢
約
３
０
０

人
の
出
席
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
人
事
案
件
が
承

認
さ
れ
、
沼
澤
今
朝
夫
会
長
（
中

山
出
身
）
か
ら
加
藤
栄
助
新
会
長

（
蚕
桑
出
身
）へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
ま
し
た
。
35
回
を
記
念
し
た
今

回
の
総
会
で
は
、
板
橋
区
山
形
県

人
会
、
萩
乃
鼓
道
の
皆
さ
ん
の
花

笠
音
頭
な
ど
の
演
舞
、
山
崎
ハ
コ

さ
ん
の
「
お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と
」

ラ
イ
ブ
な
ど
多
彩
な
催
事
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

で
は
、
物
産
市
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
白
鷹
産
品
を
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
総
会
は
11
月
22
日（
土
）

に
同
会
場
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
よ
り
寄
付
を

　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

　

総
会
会
場
に
お
い
て
、
７
月
の

豪
雨
災
害
時
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、

災
害
へ
の
寄
付
金
と
し
て
、
会
員

の
皆
様
よ
り
18
万
５
１
９
円
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　11月15日、町エネルギー戦略会議副会長
の竹田久次さん（滝野）が講師となり、蚕
桑放課後子ども教室「科学工作教室」が行
われました。参加した小学生約20名は、竹
田さんからペットボトルを使った風力発電
装置の作り方を教わりました。扇風機など
で手作りの風車に風をあてるとモーターが
発電し、ＬＥＤ電球が点灯。発電量はわず
かでしたが、電球が点灯すると参加した子
どもたちからは歓声が上がりました。

　11月３日、家具メーカーの朝日相扶製作
所、白鷹町、山形県が協定を結んで森づく
りに取り組む「やまがた絆の森プロジェク
ト」の今年度２回目の活動が、白鷹町ふる
さと森林公園で行われました。６月の作業
に引き続きブナ林の下草刈りを実施した後、
なめことしいたけの植菌を体験しました。
来年は下草刈りの範囲を広め、さらに森づ
くりをすすめるとともに、植菌したキノコ
の収穫や炭焼き体験などを予定しています。

　

11
月
10
日　

荒
砥
高
校
体
育
館

○
男
子
Ａ
ク
ラ
ス

　

優
勝　

飯
沢
大
介
・
原
田
和
也

　

２
位　

塚
本
保
昌
・
塚
本
昌
志

　

３
位　

小
形
欽
也
・
佐
藤
孝
志

　
　
　
　

樋
渡　

翔
・
鈴
木
敏
広

○
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

　

優
勝　

小
原
和
彦
・
鈴
木
徳
仁

　

２
位　

志
賀　

敦
・
高
村
恵
美
子

　

３
位　

荒
木　

凌
・
塚
本
雄
大

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

佐
藤　

香
・
保
科
友
美

　

２
位　

岡
田
明
菜
・
田
井
地
友
美

　

３
位　

馬
場
梓
織
・
樋
口
悠
香

　
　
　
　

榊
原
春
佳
・
広
谷
英
里
子

○
少
年
少
女

　

優
勝　

小
形
花
奈
・
菅
間
志
穏

　

２
位　

小
林
礼
華
・
高
橋
は
づ
き

　

３
位　

菊
地
彩
衣
来
・
高
橋
志
歩

　11月24日、パワーセンターにおいて白鷹
町環境フォーラムが開催され、自然災害を
環境面から考えようと、三陸ＥＭ研究会代
表の足利英紀さん（気仙沼市）を講師に迎
えて講演をいただきました。東日本大震災
後に津波で流出した大量の魚による悪臭や
水田をＥＭ（有用微生物）を活用して浄化
してきた事例など、被災地の復興において
の第一歩にＥＭが大いに役立ったことが紹
介されました。

　11月９日、のどか村において「のどか村
そばまつり」、滝野交流館において「滝野
そばまつり」が開催され、白鷹の新蕎麦を
味わおうと町内外から多くのかたが来場し
ました。どちらの会場でも、次々と入る注
文に、地元の蕎麦打ち職人が自慢の腕をふ
るっていました。中には県外から足を運ん
だかたもおり、訪れたひとたちは、打ちた
ての新蕎麦を香りとともに味わっていまし
た。
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　白鷹町荒砥出身の雑穀アドバイザー湯浅
芳子さんを講師に迎え、雑穀や旬の野菜
を使った料理教室が12月１日に開催されま
した。白鷹産たかきびを使ったハンバーグ、
ラ・フランスドレッシングのサラダ、白鷹
産小麦のフォカッチャなど、どの料理にも
町内産の食材を取り入れ、たいへんおいし
くできあがりました。参加者からは、「家で
も作ってみたい。」との感想がきかれ、地産
地消で健康を考える料理教室となりました。

　12月１日、白鷹町にも多くある最上川流
域の文化的資産を再認識しようと、「最上川
シンポジウムinしらたか」があゆーむにて
開催されました。民俗研究家の結城登美雄
さんより「最上川流域には地域や生活の原
点を学ぶ場がたくさんある」と講演をいた
だき、続いてのパネルディスカッションで
は最上川流域での黒滝会による活動が紹介
されました。文化的資源を今後の地域づく
りにつなげようと約200人が参加しました。

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

幕
下
に
昇
進
！

　
初
場
所
に
も
期
待

大
相
撲
九
月
場
所

（
11
月
10
日
〜
24
日
）

取組 星取 決まり手
２日目 ○ 押し倒し
３日目 ● 押し出し
５日目 ● 寄り切り
７日目 ● 上手出し投げ
10日目 ○ すくい投げ
12日目 □ 不戦勝
14日目 ○ 下手投げ
東幕下東56枚目　４勝３敗

白鷹山星取表
こ
ん
に
ち
は
、
白
鷹
山
で
す
。 

今
場
所
は
、
初
め
て
幕
下
と
い
う

番
付
で
相
撲
を
取
り
ま
し
た
。 

　

今
ま
で
の
相
手
よ
り
、
更
に
厳

し
い
相
撲
を
取
る
相
手
が
多
く
、

黒
星
が
先
行
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
不
戦
勝
等
の
運
に
も
恵
ま

れ
、
何
と
か
勝
ち
越
す
事
が
で
き

ま
し
た
。 

　

来
場
所
は
、
も
っ
と
落
ち
着
い

て
、
自
分
の
相
撲
を
取
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

団
体
の
部

○
小
学
男
子

　

１
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少

　

２
位　

愛
真
会
剣
道
ス
ポ
少

○
小
学
女
子

　

１
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少

　

２
位　

愛
真
会
剣
道
ス
ポ
少

○
中
学
男
子

　

１
位　

白
鷹
東
中
Ａ

　

２
位　

白
鷹
西
中

　

３
位　

白
鷹
東
中
Ｂ

○
中
学
女
子

　

１
位　

白
鷹
西
中
Ａ

　

２
位　

白
鷹
西
中
Ｂ

個
人
の
部

○
小
学
男
子
低
学
年
の
部

　

１
位　

髙
木
広
幸
（
若
鷹
）

　

２
位　

黒
澤
尚
滉
（
若
鷹
）

　

３
位　

梅
津
星
那
（
愛
真
会
）

○
小
学
男
子
高
学
年
の
部

　

１
位　

赤
間
英
生
（
若
鷹
）

　

２
位　

五
十
嵐
悠
哉
（
愛
真
会
）

　

３
位　

菅
間
健
太
（
愛
真
会
）

○
小
学
女
子
低
学
年
の
部

　

１
位　

黒
田
佳
那
（
若
鷹
）

　

２
位　

工
藤
那
々
子
（
愛
真
会
）

　

３
位　

五
十
嵐
雛
（
愛
真
会
）

○
小
学
女
子
高
学
年
の
部

　

１
位　

副
田
未
来
（
愛
真
会
）

　

２
位　

渡
部
二
千
花
（
若
鷹
）

　

３
位　

山
本　

和
（
愛
真
会
）

○
中
学
男
子
１
年
の
部

　

１
位　

安
達　

諒
（
東
中
）

　

２
位　

大
滝
俊
輝
（
東
中
）

　

３
位　

新
野　

譲
（
西
中
）

○
中
学
女
子
１
年
の
部

　

１
位　

菅
間
七
海
（
東
中
）

　

２
位　

佐
藤
春
香
（
西
中
）

　

３
位　

安
部
涼
華
（
西
中
）

○
中
学
男
子
２
・
３
年
の
部

　

１
位　

梅
村　

翔
（
東
中
）

　

２
位　

髙
橋　

聖
（
西
中
）

　

３
位　

大
滝
和
季
（
東
中
）

○
中
学
女
子
２
・
３
年
の
部

　

１
位　

相
馬
さ
お
り
（
西
中
）

　

２
位　

鈴
木
仁
美
（
西
中
）

　

３
位　

新
野
菜
見
（
西
中
）

○
高
校
・
一
般
男
子
の
部

　

１
位　

奥
山　

篤

　

２
位　

本
木
拓
磨

　

３
位　

芳
賀　

透

○
高
校
・
一
般
女
子
の
部

　

１
位　

佐
藤
美
咲

11
月
24
日　

鮎
貝
小
学
校
体
育
館
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vol.41【
事
例
】　

　

自
宅
に
電
話
が
あ
り
「
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
し
な
い
か
。
現
在
の
利
用

料
金
よ
り
安
く
な
る
」
と
説
明
さ

れ
契
約
し
た
。
後
日
、
考
え
直

し
、
取
り
消
し
た
い
と
業
者
に
電

話
し
た
と
こ
ろ
、「
解
約
の
場
合
は

２
万
円
の
手
数
料
が
発
生
す
る
」

と
言
わ
れ
た
。　

（
50
歳
代
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

　

持
ち
運
び
が
で
き
る
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ル
ー
タ
ー
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
「
モ
バ
イ
ル

デ
ー
タ
通
信
」
に
関
す
る
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
光
回

線
な
ど
と
異
な
り
、
工
事
が
不
要

と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
基
地
局
の
普
及
状
況

な
ど
に
よ
り
、
必
ず
し
も
消
費
者

が
利
用
し
た
い
場
所
で
通
信
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
契
約
後
に

 

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
契
約
を
解
約
し
た
い
が
…

つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が
分
か
り

解
約
し
よ
う
と
し
て
も
、
解
約
料

を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
契
約
は
、
電
話
勧
誘
・
訪

問
販
売
を
受
け
て
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。
消
費

者
に
知
識
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
や
す

く
、
内
容
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま

ま
契
約
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

業
者
の
勧
誘
を
安
易
に
了
承
せ
ず

に
、
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
契
約
を
検
討
す
る
際
に

は
、
利
用
し
た
い
場
所
が
通
信
可

能
エ
リ
ア
か
ど
う
か
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
電
波
が
つ

な
が
り
に
く
い
場
合
に
対
応
策
が

あ
る
の
か
、
解
約
す
る
場
合
の
条

件
な
ど
を
業
者
に
確
認
し
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

  

冬
道
の
交
通
安
全

◆
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
要
注
意
！

　

年
末
年
始
は
出
か
け
る
こ
と
が

特
に
多
い
時
期
で
す
。
次
の
事
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

【
冬
道
の
安
全
運
転
５
則
】

・
ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
場
よ
り
10　

　

キ
ロ
以
上
減
速
す
る
。

・
車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時　

　

の
2
倍
以
上
あ
け
る
。

・
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急　

　

ハ
ン
ド
ル
等
の
急
激
な
操
作　

　

を
避
け
る
。

・
視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ　

　

く
見
て
早
め
に
徐
行
す
る
。

・
追
い
越
し
は
し
な
い
。
危
険

　

が
い
っ
ぱ
い
。

　

特
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
、

橋
の
上
、
日
陰
部
分
は
路
面
が
凍

結
し
て
い
ま
す
。
油
断
し
な
い
で

減
速
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！

　

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
「
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。

　

年
の
瀬
、
正
月
は

　
　
　
　
　

し
っ
か
り
防
犯

◆
油
断
し
な
い
！

・
ひ
っ
た
く
り
、
置
き
引
き
、
ス

　

リ
、
金
融
機
関
で
現
金
を
下
ろ

　

し
た
後
の
つ
け
ね
ら
い
な
ど
に

　

注
意
。

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
ド
ア

　

ロ
ッ
ク
す
る
、
車
内
に
金
品
を

　

残
さ
な
い
。

・
家
に
多
額
の
現
金
を
置
か
な
い
、

　

外
出
す
る
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を

　

か
け
る
。

◆
騙
さ
れ
な
い
！

・
電
話
の
相
手
は
本
物
？

　

そ
の
話
は
本
当
？

一
旦
電
話
を
切
っ
て
ま
ず
確
認
！

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

協
創
わ
か
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

非
行
防
止
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　　
「
協
創
わ
か
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
細
谷
重
彦
会
長
）で
は
、
白
鷹
東

中
学
校
生
徒
会
を
中
心
に
実
施
中

の
「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
地

域
に
広
げ
て
い
ま
す
。
東
中
学
校

生
徒
会
及
び
荒
砥
高
校
生
と
協
力

し
、
９
月
24
日
に
、
荒
砥
小
学
校

前
と
東
中
学
校
前
で
、「
小
中
高
連

携
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
こ
の
度
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名

を
入
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
制
作
し
ま

し
た
。
11
月
24
日
に
実
施
し
た
朝

の
あ
い
さ
つ
運
動
及
び
自
転
車
盗

難
防
止
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に

掲
げ
、
広
報
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
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高
齢
に
な
れ
ば
誰
で
も
認
知
症

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
認
知
症
は
自
分
自
身
の
自

覚
と
心
が
け
次
第
で
発
症
や
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
ら
し
く
、
健
康
な
人
生
を
送

る
た
め
に
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
「
継
続

的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
あ
り
ま

す
。
町
内
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
る
か
た
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
外

を
歩
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
代
わ

る
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
介
護
予
防
事
業
と
し

て
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
か
た
を
対
象
に
運
動

の
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
質
問
の
囲
み
の
中
で
３
つ

以
上
○
が
つ
い
た
か
た
は
「
元
気

は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
へ
の
参
加
を

お
勧
め
し
ま
す
。
平
成
26
年
１
月

か
ら
３
月
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？　

冬
場
の
運
動
の
場
に

最
適
で
す
。

　　

ま
た
、
元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ

ブ
を
修
了
し
た
か
た
や
運
動
し

た
い
と
希
望
さ
れ
る
65
歳
以
上

の
か
た
に
は
、「
元
気
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
へ
の
参
加
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
教
室
も
仲
間
と
楽

し
く
交
流
し
な
が
ら
運
動
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で

す
。
楽
し
く
運
動
を
続
け
る
こ

と
で
足
の
筋
力
や
体
力
が
つ
く

だ
け
で
な
く
、
脳
の
細
胞
が
元

気
に
な
り
記
憶
力
が
良
く
な
っ

た
り
、
気
持
ち
が
前
向
き
に
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
毎
日
を

過
ご
す
た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
認
知
症
や
介
護
予
防
事
業
に

つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

※
介
護
予
防
事
業
の
詳
細
は

「
広
報
し
ら
た
か
10
月
15
日
号
」

の
９
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか いいえ はい

②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がって
　いますか

いいえ はい

③15分位続けて歩いていますか いいえ はい

④この1年間に転んだことがありますか はい いいえ

⑤転倒に対する不安は大きいですか はい いいえ

この囲みの中で３つ以上に○がついたら「元気はつらつクラブ」へご参加ください。

11月の町長交際費
　平成25年11月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　
　　　総務課総務係　☎85－6120

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
４
９
〜
０
・
９
０
Ｂ
ｑ

　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

▼
期
間　

11
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

〜
27
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

「
虹 

〜
み
ん
な
の
色
を
一
つ
に

〜 

」を
テ
ー
マ
に
、
本
校
吹
奏
楽

部
の
定
期
公
演
が
11
月
17
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。「
少
な
い
部
員
数
で

も
定
期
演
奏
会
を
し
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

演
奏
会
は
今
回
で
10
回
目
を
迎
え
、

他
の
高
校
に
例
を
見
な
い
、
本
校

と
地
域
の
か
た
が
た
と
を
つ
な
ぐ

立
派
な
伝
統
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
現
役
の
吹
奏
楽
部

員
11
人
の
ほ
か
、
卒
業
生
や
職
員
、

職
員
Ｏ
Ｂ
、
さ
ら
に
は
一
般
の
愛

好
者
の
か
た
が
た
な
ど
総
勢
34
人

が
そ
ろ
い
、
そ
の
音
色
は
一
つ
に

響
き
合
う
す
ば
ら
し
い
演
奏
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
聴
衆
を
巻
き

「
第
10
回
記
念
合
同
演
奏
会
」

込
み
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
っ
て
、
と
て
も
温
か
み
の
あ

る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
演
奏
会
と
な

り
、
大
成
功
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

新
体
制
の
生
徒
会
が
ス
タ
ー
ト

－
さ
ら
な
る
躍
進
を

－

　

11
月
20
日
の
後
期
生
徒
会
総
会

を
節
目
に
生
徒
会
の
役
員
が
交
代

し
ま
し
た
。
斎
藤
良
美
生
徒
会
長

を
は
じ
め
、
役
員
全
員
に
任
命
書

が
手
渡
さ
れ
、
新
役
員
体
制
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
新
執
行
部
の
皆
さ

ん
に
は
荒
高
生
徒
会
の
よ
き
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、「
進
化
」
を
続
け
、

や
が
て
自
分
た
ち
の
新
た
な
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
荒
砥
高
校
を
発
展
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▲会場がひとつになった第10回合同演奏会

　

次
回
「
白
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
期
待
」
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

▲新生徒会役員で新たなスタート
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社
会
福
祉
法
人
そ
う
め
い
会

職
員
募
集

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
マ
イ
ス

カ
イ
中
山
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種　

介
護
職
員
若
干
名

▼
受
験
資
格　

特
に
な
し
。
資
格

（
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
課
程
修
了
、
介
護
基
礎
研

修
修
了
）
は
、
あ
れ
ば
歓
迎
で
す

が
、
無
資
格
者
の
か
た
も
気
兼
ね

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

12
月
15
日（
日
）よ

り
随
時
受
付

▼
提
出
書
類　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）
有
資
格
者
は
資
格
証
の
写
し

▼
試
験
日　

申
込
者
に
個
別
に
連

絡
し
ま
す
。
書
類
選
考
あ
り
。

▼
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
マ
イ
ス
カ
イ
中
山

※
勤
務
時
間
や
休
日
等
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
８
０
２

大
字
中
山
２
７
６
０
番
地　

社
会
福
祉
法
人
そ
う
め
い
会
事
務

局　

☎
８
５

－

６
６
３
６

子
供
た
ち
の
、
子
供
た
ち
に
よ
る
、

子
供
た
ち
の
た
め
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」

　

井
上
ひ
さ
し
作
詞
、
青
島
広
志

作
曲
に
よ
る
合
唱
曲
「
11
ぴ
き
の

ね
こ
」
を
も
と
に
創
作
し
た
手
作

り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
ゆ
か
い

な
11
ぴ
き
の
ね
こ
た
ち
の
物
語
を

白
鷹
町
の
子
供
た
ち
が
演
じ
ま
す
。

心
あ
た
た
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
観
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

12
月
28
日（
土
）

午
後
２
時
開
演（
１
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」

▼
入
場
料　

無
料

▼
出
演　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
子
供
た
ち

■
問
い
合
わ
せ　

長
谷
部
真
弓　

☎
85

－

５
３
５
５

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
調
べ

「
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
ご
案
内

　

高
橋
絵
理
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）と

梅
津
樹
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
い
つ　

12
月
21
日
（
土
）

午
後
２
時
開
演（
１
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
キ
リ
ス
ト
教
会

チ
ャ
ペ
ル

▼
入
場
料　

大
人（
高
校
生
以
上
）

１
０
０
０
円　

小
中
学
生
５
０
０

円※
前
売
券
が
な
く
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
当
日
の
チ
ケ
ッ
ト
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め

に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

＊
入
場
料
の
一
部
は
白
鷹
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

＊
12
月
31
日（
火
）ま
で
、
同
会
場

で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
キ
リ
ス
ト

教
会　

山
本　

☎
85

－

０
１
７
９

広告

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

▼
内
容　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
を
使
っ
て
各
種
案
内
状
を

作
成
す
る
講
習
で
す
。

▼
い
つ　

12
月
18
日（
水
）・
20
日

（
金
）　

午
後
７
時
〜
９
時
の
計
４

時
間

▼
会
場　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
（
白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー
内

奥
）

▼
料
金　

無
料

▼
定
員
10
人（
５
人
以
上
で
開
催
）

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー　

舩
山
・
松
下　

☎
86

－

０
０
０
１

第
18
回
地
域
調
査
報
告
会

　

東
北
福
祉
大
学
岡
田
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
２
年

間
、
豊
か
な
地
域
社
会
へ
の
可
能

性
を
探
り
、
白
鷹
町
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
調
査
と
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の

成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

25
年
12
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

▼
発
表
内
容
…
白
鷹
町
の
農
業
振

興
・
学
校
教
育
・
地
域
福
祉
・
戦

募　集

おしらせ
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広告

広告

国
時
代
の
荒
砥
氏
と
鮎
貝
氏　

等

■
問
い
合
わ
せ

東
北
福
祉
大
学
１
４
７
番
研
究
室

岡
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

☎
０
２
２

－

３
０
１

－

１
１
４
１  

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
追
加

の
ご
案
内

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を
追

加
で
実
施
し
ま
す
。

▼
講
習
日
時
及
び
講
習
区
分

平
成
26
年
２
月
14
日
（
金
）

○
給
油
取
扱
所
…
午
前
９
時
〜
昼

12
時
ま
で

○
一
般
…
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分
ま
で

▼
講
習
会
場　

山
形
国
際
交
流
プ

ラ
ザ　

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
定
員　

給
油
取
扱
所
…
80
人

一
般
…
80
人

▼
受
講
申
請
書
提
出
期
間

平
成
26
年
１
月
15
日
（
水
）
ま
で

▼
受
講
申
請
書
提
出
先

山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

※
講
習
会
案
内
及
び
申
込
書
は
西

置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
、
消
防

署
、
各
分
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部

☎
88

－
１
７
９
７

消
防
署
白
鷹
分
署

☎
85

－

５
２
４
２

国
道
２
８
７
号
「
森
バ
イ
パ
ス
」

工
事
に
伴
う
交
通
切
り
替
え
の

お
知
ら
せ

　

一
般
国
道
２
８
７
号
の
長
井
市

森
地
内
〜
五
十
川
地
内
に
お
け
る

「
森
バ
イ
パ
ス
」
の
工
事
に
伴
い
、

左
記
の
期
日
よ
り
バ
イ
パ
ス
部
へ

交
通
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
交
通
切
り
替
え
後
も
引

き
続
き
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

付
近
の
案
内
看
板
に
従
っ
て
十
分

に
注
意
の
う
え
通
行
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
の
国
道
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
通
行
は
可
能
で
す
。 

▼
交
通
切
り
替
え
日
時　

12
月
27

日（
金
）　

午
後
２
時（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁 

西
置
賜
道
路
計
画
課

☎
88

－
８
２
３
０

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
や
通
勤
途
中
で
災
害
を
被
っ
た

場
合
や
、
失
業
し
た
場
合
に
保
険

給
付
を
行
う
制
度
で
、
職
場
の
安

全
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の

事
業
主
の
か
た
は
、
早
期
に
加
入

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井　

☎
84
―
８
６
０
９

　

事業所の皆さまへお知らせ

　
　製造業の実態を明らかにするため、毎年12月31
日現在で工業統計調査を実施しています。
　調査の結果は、国や地方公共団体の行政施策の
基礎資料、大学の研究資料などとして広く利用さ
れています。対象となる事業所には調査員が訪問
しますので、調査へのご協力をお願いいたします。
　なお、調査票に記入していただいた内容につき
ましては、統計法に基づき秘密が厳守されます。
▼調査基準日　平成25年12月31日現在
▼調査対象　従業者４人以上の、主として製造業
　を営む事業所
▼調査方法　調査員調査（調査員が調査票を配付
　し、回収いたします。）
■問い合わせ　総務課企画室情報係☎85－6121



住所　　 氏　　名 年齢

荒砥甲　小　松　き　ち　85
荒砥甲　　賀　彦右衛門　87
横田尻　小　林　敦　子　80
深　山　髙　野　榮　吉　79
荒砥甲　小　松　と　し　87
高　玉　児　玉　悦　子　84
十　王　新　納　昌　一　36
鮎　貝　奥　山　眞　一　83
鮎　貝　須　貝　よ　し　89
十　王　橋　本　丈　夫　80
荒砥甲　　　原　孝　次　81
広　野　新　野　　達　　85
深　山　樋　口　平十郎　97

山　口 大瀧
一孝 爲

い

　地
ち

早希

荒砥乙 松田
知大 維

い

　織
おり

真由美

荒砥甲 海老名
祐介 蒼

そう

　太
た

沙織

十　王 吉田
　幸 茉

ま

　莉
り

喜実子

鮎　貝 宇野
友和 玲

れい

　楽
ら

麗子

畔　藤 新野
晃一 飛

ひ

　粋
すい

由布子

高　玉 小口
将太 晴

はる

太
た

郎
ろう

彩香

　　氏　　　名　　　 住所

（梅　津　隆　史　　広　野

川　村　　綾　　　長井市

（小　湊　立　太　　荒砥乙

須　貝　春　菜　　荒砥乙

（田　代　　良　　　畔　藤

田　中　裕　美　　畔　藤

（中　川　大　基　　南陽市

　今　　泉　穂　　鮎　貝

鮎　貝　赤　間　よし子　82
高　玉　今　野　才　助  100
中　山　鈴　木　　茂　　89
大　瀬　五十公野　勝次　81
高　玉　本　木　よ　つ　95
中　山　横　澤　よしゑ　97
畔　藤　増　川　勝　美　68
荒砥乙　渡　部　て　る　97
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